









１．1980 年代初頭の PC 産業と IBM の参入
（１）1980 年代初頭の PC 産業



















78 年から 80 年の間に，PC の売上は，台数ベー
スで 190 千台から 345 千台（約 1.8 倍），金額ベー
スで 235 百万ドルから 1,070 百万ドル（約 4.5 倍）
へと急増した。このような拡大するアメリカ市
場は，80 年には，その約 5 割が技術・専門家用



























































































































ター 84.2% と極めて高く，OEM 市場が発展して
いたことからもうかがえる４。また具体的に日本





















































として PC を設計するために，IBM 社内でも内製
化できる多くの部品や補完製品，ソフトウェアを
外部から調達することとした。たとえば，CPU
は Intel 社，OS は Microsoft 社が生産し，FDD
ブランド企業 コンピュータ FDD ディスプレイ プリンター



























































た。IBMPC は発売から 4 ヶ月後の 1981 年末ま
ではおよそ 13,500 台が出荷されただけだったが，
その翌年の 82 年には 18 万台を出荷した 11。そし








ると，IBM は 32 億ドルで 28% を占め，シェア
第 1 位となっており，その売上を急増させている
ことがわかる 12。さらに世界市場での出荷台数シ
は Tandon 社，電源機構が Zenith 社，基板組立













































ェアで見ると，IBM は 84 年には 12% で，世界 2
位，そして翌85年には16.1%で世界1位になると，













少をみるが，10 年後の 92 年には，その 2 倍の 1
千万台を越え，81 年からの年平均成長率も 32％
と高い成長を実現している。また出荷金額では，
84 年に 100 億ドルを越えて 130 億ドルとなり，6
年後にはその約 2 倍となっており，継続的に成長
を続け，こちらも同期間の年平均成長率が 30％
となっている。しかしながら，86 ― 92 年の期間
の平均成長率は，台数で 7%，金額で 10% となっ
ており，80 年代後半の成長は鈍化傾向にあった。
とはいえ，80 年代の PC 産業における急成長に








のは，IBM による PC 市場への参入により創出さ
れた市場の拡大であったと考えられる。すなわち




















1981 8 The IBM PC 1,.00
3 PC/XT 2.00




1 RT PC 3.20
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1982 年に 18% だったのが，83 年には 40% と急
拡大した。さらに 86 年には半数を占めるに至り
（うち IBM が 22%，互換機メーカーが 28%），互
換機メーカーの躍進がとりわけ 80 年代半ば以降
の PC 産業の成長に貢献したといえる。そして 90
年ころにおいては，IBM 自身のシェアが 16.6%
にまで低下する一方，IBM の PC を基礎にした
ものが 9 割を占めるようになったといわれる。ま
さに 80 年代における PC 産業の成長の過程は，









ても，単に同じ米 Microsoft 社の MS-DOS を使
っているだけのものから，ほぼ互換性のあるもの
まで，幅広い種類があった。いうまでもなく同じ
OS や同じ CPU を搭載しているだけでは互換性
を実現することは困難で，完全な互換性を確保す


































































































る。この BIOS プログラムのコードは IBMPC で


































いては，なお IBM の PC との互換性は機械によ
ってばらつきがあった 19。こうして 1980 年代の
半ばにおいては互換機は互換性という点ではなお
十分ではなかった。しかしながらそれにもかかわ



































コードで機能的には IBM の PC と互換性をもつ
ような BIOS コードを記述できれば，そのよう
な BIOS のコードは IBM の著作権を侵害するこ
とにはならない。ただし，そのようなプログラム
を著作権を侵害することなく開発するためには，












そのような企業のひとつが 1982 年 2 月に創業
した CompaqComputer 社である。この Compaq
初の製品が 83 年 1 月に出荷された IBM 互換機





















初年度に 53,000 台を販売し，1 億 1,100 万ドルの
売上を上げた。およそ 1 年後，IBM もポータブ
ル機（IBMPortableComputer）を発売したが，
Compaq の PC の方が互換性があり，堅牢性や信






BIOS を開発し，その結果として PC 市場で一定
の優位性を獲得することができたといえる 25。
以上のように，Compaq 社にとって互換性を持
った BIOS およびその開発能力は，PC 産業にお
いて競争優位を獲得するための重要な資産となっ
ている。同様に，Compaq 社に先んじて互換機を
販売していた Columbia 社や Eagle 社，さらにそ
の後互換機を投入した Zenith 社や AT&T 社な
ども互換 BIOS を自社開発することで，互換機市
場で一定の実績を獲得していた。すなわち優れた























開発・販売していた Phoenix 社（当時は Phoenix
SoftwareAssociates 社）は，Compaq 社と同様
の方法で，公開されている IBM の BIOS コード
をまったく閲覧することなく，これと同等の機
能を果たす BIOS を開発し，84 年 5 月に外販し




その結果，Phoenix 社の BIOS は，87 年ころま
でには，Tandy 社，Kaypro 社，TI 社，HP 社，
AT&T 社などの数十社の企業に販売され，IBM
の PC と高い互換性をもった PC 市場が拡大して
いくこととなった 26。そしてこの BIOS 市場の急
拡大を受けて，AwardSoftware 社，American















ットが普及する前は，PC の CPU の主要回路部
分は，専用 IC や汎用的な論理 IC，メモリ，ディ
スクリート半導体などの多数の IC や電子部品で
構成されていたが，これを同等の機能を果たす少






1984 年 12 月に設立された。その翌年 5 月には映
像信号の入出力を制御するグラフィックス用チ
ップセットを発売したのに続いて，同年 11 月に
は，もともと 63 個の部品で構成されていた IBM
PC-AT の主要回路部分を 5 個の LSI チップで置
き換えるチップセットを出荷し，マザーボード上




























Electronics 社（後に WesternDigital 社により買
























































となったのが，82 年 4 月に Commodore 社が発
売した希望小売価格 299 ドルの Vic20 を，199 ド
ルで販売したことである。これに対して同じ市場




社 379 ドル，Atari 社 349 ドルと，300 ドル半ば
の価格であったのが，わずか 1 年後の 83 年 6 月
には，Commodore 社も 100 ドル切る価格で販売
され，TI100 ドル，Tandy 社 199 ドル，そして







価格を低下させる傾向があり，1 年で 15% ～ 20%
ほど低下するともいわれるほどの継続的な製品価
格の低下がみられる。例えば 1981 年 8 月に発売
された最初の IBMPC の価格は 64K バイトのメ
モリ，160K バイトの FDD が付属して 2,880 ドル
であったのが，19 か月後の 83 年 3 月の価格改定
の際には 2,108 ドルと約 27% の価格引き下げが行
われ，続く 17 か月後の 84 年 8 月には，360K バ
イトＦＤＤにグレードアップされて 1,815 ドルに
（約 14%）値下げされた。また 83 年 3 月に発売
された PCXT（256K メモリ，360KFDD，10M
HDD）の価格 5,325 ドルは，17 か月後の 84 年 8
月には 4,395 ドルと 17% 値下げされ，さらにその
20 か月後の 86 年 4 月には 2,895 ドルと 34% もの
値下げが行われている。さらに 84 年 8 月に発売
された PCAT（512K メモリ，1.2MFDD，20M
HDD）の価格 5,795 ドルが 20 か月後の 86 年 4 月
には 4,895 ドルと約 16% 値下げされた 33。このよ
うな新機種投入からの時間経過に伴う価格引き下

































































念頭に置いたうえで，まずは IBM の PC 製品を例
にその全体的な展開を表４および前掲表３から概
観しておこう。PC の中核部品である CPU に対応
して基本的には，各製品モデルが構成されている
ことがわかる。そして 1980 年代前半までは，新し
い CPU に対応した新たな機種は約 1 年半で，ま
た同一の CPU の中でも小型（PCjr），ラップトッ
プ型（Convertible），ポータブル型（Portable）な
どの多様な PC も含めて，1 年ほどの間隔で新た








った 1987 年 4 月以降においては，新たな機種の投





の 1987 年の IBM における製品展開についても
う少し詳しくみておこう（図６参照）。87 年に












年 月 i386DX i486SX DOS OS/2 Windows
1987 4 M30※ M50 M60 3.30
8 M25※ M80 1.0
M70 2.03
M50Z 4.00 2.1






12 M70 486 1.2
3 M65 SX





























50 と 60 は，ともに 80286CPU を搭載し，シリー
ズの中で中位の価格帯に位置付けられている。
Model25 や 30 よりも高容量の RAM を使用し，
バス・アーキテクチャーはいずれも IBM の新し
い MCA を使用し，OS も新たな OS/2 が利用で
きた。Model60 は，タワー型 PC で，HDD の容
量も多く，拡張性が高いモデルで，高価格となっ
ているのに対して，Model50 は，デスクトップ
型で HDD などの容量が制限され，Model60 の
廉価版モデルである。PS/2 ファミリーの中で最
上位機種・最高価格帯の Model80 も MCA を使
用し，OS/2 も利用でき，タワー型 PC で，最も
高機能の 80386CPU を搭載し，RAM や HDD の
容量も大きく，ネットワーク機能が強化されたモ
デルとなっている。
このような PS/2 発売当初の 1987 年には価格
帯を異にした 5 つのモデルは，PC 市場を大きく
異なる 3 種の CPU（8086，80286，80386）によ
って分けられる 3 つのセグメントに分けていた。
























Model 25 (8) Model 30 (2) Model 50（1） Mode 60 (2) Model 80 (4)
発売日 1987年8月～ 1987年4月 1987年4月 1987年4月 1987年7月～
形状 モニター一体型 デスクトップ デスクトップ タワー タワー
CPU 8086 8086 80286 80286 80386
(16MHz・20MHz)












HDD ー ～20MB 20MB 44MB・70MB 44MB～314MB
バス・
アーキテクチャ ISA ISA MCA MCA MCA
OS DOS3.3 DOS3.3 DOS3.3, OS/2 DOS3.3, OS/2 DOS3.3, OS/2

























えば PS/2 の最も低価格帯に位置する Model25
をケースにこの更新についてみてみよう（表５）。







に 2 年後の 90 年には，CPU をバージョンアップ







































年 月 （＄） 84キー 101キー モノクロ カラー 720KB 1.44KB
8525-001 1987 8 1,350 8086　512KB 〇 〇 1
8525-004 1987 8 1,695 8086　512KB 〇 〇 1
8525-C02 1987 8 1,883 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット
8525-C05 1987 8 2,228 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット
8525-G01 1987 10 1,395 8086　512KB 〇 〇 1
8525-G04 1987 10 1,740 8086　512KB 〇 〇 1
8525-K02 1987 10 1,928 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット
8525-K05 1987 10 2,273 8086 640KB 〇 〇 2 教育用チュートリアルキット
8525-L01 1988 6 2,139 8086 640KB 〇 〇 1 ネットークPCアダプター
8525-L04 1988 6 2,484 8086 640KB 〇 〇 1 ネットークPCアダプター
8525-006 1990 6 2,295 80286　512KB 〇 VGA 1
8525-G06 1990 6 2,340 80286　512KB 〇 VGA 1
8525-036 1990 6 2,995 80286 1MB 〇 VGA 1 30MB HDD



















































































































































うな 80 年代における PC 産業においては多数の
中小規模の企業が参入し，競争が激化したとい
われる。この時期の PC 産業におけるハーフィン
ダール指数は，70 年代末の 0.5 ～ 0.6 程度から 80
年代半ばの 0.2，80 年代末の 0.1 へと急激に低下
し，激しい競争状態を示している 38。PC 産業に
おける企業数も 80 年の 100 社程度から 86 年ころ
には 300 社に達し，参入企業数，退出企業数とも
に 80 年代半ばころより増加しており，PC 産業
の競争の激しさを伺い知ることができる 39。さら
に Stavins [1995a] の研究によれば，企業の生存
年数（退出までの時間）は短く，設立 1 年での退




















































る 44。また 1981 年 8 月に IBMPC を出して以来，
83 年 3 月の XT，84 年 8 月の AT と，ほぼ 1 年
半で新たな CPU を使用した新しい機種を投入し
てはきた IBM であったが，85 年に Intel から発
売された新たな CPU の 80386 の利用は，AT 発
売からおよそ 3 年もかかり，大きく出遅れること
となった45。







年 9 月，IBM に先んじて，互換機メーカーの
Compaq 社 は，80386 を 用 い，40MB と 130MB
の HDD を内蔵する DESKPRO386 の 2 つのモ
デルを発売した。（その翌月には HDD が 70MB
のモデルを追加。）この DESKPRO386 は，IBM
の PC と互換性があり，MS-DOS 上で動くソフト
ウェアもほぼ修正することなく利用できるうえ，







抗して IBM は，すでに述べたように（表 4，図
6 参照），1987 年 4 月，新たなバス規格と新たな
OS をも含む新しい PS/2 ファミリー 4 機種を一
気に投入し，最上位機種として 80386CPU を利
用した Model80 も発表した（発売は同年 7 月）。
これと併せて IBM は旧モデルの価格引き下げを
発表し，徐々にその生産も停止していった 47。新
たな PS/2 ファミリーの 4 モデルのうち，バス規
格では，Model30 を除き，Model50/60/80 の 3
モデルはこれまでの PC と互換性はなく，新しい
バス規格 MCA を採用している。これまでの自ら
の 80286CPU を使用した PCAT の 16bit のバス









の 3 モデルがそれを利用できた。ただし PS/2 発
表時においてこの OS/2 はまだ開発中であり，標
準版が同年 12 月，拡張版はさらに 1 年後の 88 年
11 月まで発売されなかった。
















IBM の PS/2 ファミリーの投入は，規格内競争
を展開してきた互換機メーカーに対して相反する
ふたつの動きをもたらした。そのひとつは IBM
とのライセンス契約と MCA を利用した PS/2 互
換機開発への対応である。たとえば，1988 年 4
月に Tandy 社や DellComputer 社が，また同年
11 月には台湾の MitacInternational 社が IBM と
の間でライセンス契約を結び，PS/2 の互換機開
発を発表している 50。また 89 年半ばにおいて，
それ以外の多数の互換機メーカーとも IBM は交
渉を行って，特許契約を結んでおり，その中の企











格 で あ る EISA（ExtendedIndustrialStandard
Architecture）を共同で発表した。すでに 1986
年に Intel が 80386CPU を発表した際に，32bit の
バスの標準規格を策定するために特別委員会が
立ち上げられていた。この委員会は，Compaq が
80386 を初めて使用した Deskpro386 を発表した
のを機に解散したが，その後，いくつかのメー
カーから 80386CPU を使用した PC が発表され，
それぞれ独自のバス規格を持つため相互に互換性

















るが互換性のない MCA，そして ISA と互換性を
維持しつつ拡張された EISA という 3 つの規格が
PC 産業において形成されることになった 54。こ
こでこれら 3 つの規格が 89 年以降どのように展
開したのかについて，結果だけ述べると，MCA
も EISA も主流とはなりえず，これまで主流で
あり続けた ISA が 90 年代初頭においてもなお持




れないが，80 年代末におけるこれらの 3 つの規
格の動向について簡単に述べておこう。
PS/2 は，1987 年 4 月に発売された後，半年足





も，Model30 や 50 が多いといわれており，主
に DOS のアプリケーションを動かすために利用
され，Model60 や 80 といった MCA を利用す





また Dell 社は MCA 対応製品出荷の無期限延期
を発表した。PC の展示会である Comdex でも，
88 年末には，MCA バスを搭載した PC は少なく，
89 年末になってようやく展示が出るようになっ
てきた。むしろ，IBM が PS/2 ファミリー以前
の機種を販売・生産停止したため，かえって PC
AT の需要が高まり，AT 互換機の売れ行きが好
調で，これに対応して IBM は Model30 の CPU
を 286 にアップグレードすることで AT との互
換性がある機種を 90 年 5 月に発売している。ま
　秋野晶二：アップル・コンピュータ社の成長と近代企業（中）
60
た EISA については，規格が MCA よりも 1 年半
遅かったため，大きく出遅れ，89 年末にようや














年 10 月には拡張版の OS/2 とともに，GUI を備
えたプレゼンテーション・マネージャーが発売さ



























Microsoft）， ワ ー プ ロ（EasyWriter: Information





ついては DigitalResearch 社の CP/M-86 と Softech




al.［1988］，IBMArchives の TheBirthof theIBM
PC，および Allan［2001］pp.9/1-9/6 参照。1983 年
8 月，PC の IBU は解消され，新たに事業部としてエ
ントリー・システム事業部が設置された。（Chposky
etal.［1988］pp.149-150（邦訳 272-274 頁））。なお














14　Steffens［1994］pp.228-229 参 照。1987 年 の 用 途
別出荷台数シェアは，ビジネス 58.6%，家庭 26.9%，
科学技術 5.2%，教育 9.3%，90 年には，同 69.8%，
10.0%，9.3%，10.9% となっている。なお出所元は
IDC である。
















19　Montagueetal.［1983］ に 転 載 さ れ た Future
Computing 社 の 記 事（pp.248-249） を 参 照。 な
おその記事では，アメリカの PC 市場調査会社で
あ る FutureComputing 社 が 1983 年，Intel 社 の







だけで，そのうち Best と評価されたのは Compaq







IBM 互換機を製造していた台湾企業 11 社は，複写
の停止，新聞での謝罪，著作権を侵害したすべての





















p.8 参照。なお Phoenix 社のリバース・エンジニアリ
ングについては，Hillkirk［1987］参照。
27　Ta-162H［2003］183 頁，186 頁参照。































11-17 参照。なお C&T 社は，1985 年 10 月から始















36　アメリカの PC 市場において，PC の製品モデル数
は，1980 年の 100 種ほどから 92 年には 2,000 種以上
に増加した。また 1 社平均では 80 年の 1 種を若干超
えた程度，85 年ころの 2 種程度から，90 年には 5 種，
92 年には 7 種以上へと増加し，80 年代後半以降，そ
の数を急増させている。さらに最新技術に基づいて
導入された製品は，74 年から 85 年の間では全製品































41　Filson［1998］の推計によれば，1976 年から 82 年
までの品質調整済の価格は年平均 15% 程度低下して
おり，82 年から 88 年まではさらに 22% ～ 27% 程度
の低下となっている。（p.450）同期間の別の調査に
よっても 28% の価格低下がみられており（Berndtet
al.［1993］p.90），80 年代後半にかけて PC の価格性
能比が急速に高まったことが伺える。
42　BusinessWeek［1983］p.40 参照。







さえ，IBM の機械は 1 台当たり 200 ドルから 1000 ド
ル割高だったといわれる。なお Carroll［1994］pp.73-
74（邦訳 91 頁）も参照。
45　IBM は，1980 年 代 前 半 に お い て も，PCjr. や




83 年には事業部門として IBM の全社的組織の中に組
み込まれたことによる官僚的管理方式の様々な弊害
が指摘されている。たとえば Carroll［1994］pp.67-75
（邦訳 84-93 頁），pp.120-125（邦訳 141-145 頁），お
よび Chposkyetal.［1988］pp.164-168（邦訳 301-306
頁），pp.177-179（邦訳 320-324 頁）参照。
46　Duke［1986］ お よ び Byteeditorialstaff［1986］








47　旧モデルの価格は 9% から 35% 引き下げられる一
方，すべてのモデルは需要が続く限り製造されると
いわれていたが（PCMagazine［1987］p.51），1 モデ










行った企業 9 社は，CompaqComputer 社をはじめ，
ASTResearch 社，EpsonAmerica 社，Hewlett-
Packard 社，Ing.C.Olivetti 社，NECInformation
Systems 社，Tandy 社，WyseTechnology 社，
ZenithElectronics 社 で あ っ た。 な お 会 場 に は，
Intel 社，Microsoft 社，Digital Communications
Associates 社，Novell 社，3Com 社などの周辺機器，
ソフトウェアベンダーが参加し，この規格を支持し，
Intel 社は EISA 仕様のチップセットを製造する予定





クチャは 1980 年代初頭の多くの PC の規格が乱立し
ていたクローズド・インテグラル型から，1989 年の























よるMCAの普及を促進するために IBMは 90年 10月
にコンソーシアム MCDA（MicroChannelDevelopers





ンダー上位 25 社が発売している 80386CPU（2 種）






EISA が多いのがわかる。また高性能な CPU のモデ
ルには EISA が利用される傾向があるといえる。な
お MCA 規格のみを利用している企業は IBM と NCR
の 2 社であり，EISA と MCA の 2 規格を使っていた
のが ALR の 1 社であった。それ以外は ISA を利用
したモデルを出しており，すべてのモデルが ISA の
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